


目
次

序
―
わ
た
く
し
の
証
言
　
(
一
)

序
章
学
問
の
自
由
と
研
究
の
計
画
　
一

一
は
し
が
き
　
一

二
理
論
と
実
践
　
三

三
科
学
の
自
律
性
　
四

四
実
践
の
論
理
　
八

五
ｻ
ｲ
バ
ﾈ
ﾃ
ｨ
ｯ
ｸ
ｽ
よ
り
み
た

人
類
の
特
質
一
一

六
学
術
体
制
に
関
連
す
る
近
代
社
会
の
特
質
　
一
五

七
学
問
の
自
由
　
二
一

八
研
究
の
計
画
　
二
四

九
平
和
日
本
の
学
術
体
制
　
二
七

第
一
部
研
究
の
実
態
と
科
学
計
画
へ
の
要
望
　
三
三

あ
ら
ま
し
　
三
四

長
期
研
究
計
画
の
調
査
(
一
九
五
四
-
一
九
五
六
)
　
三
八



一
長
期
研
究
計
画
調
査
委
員
会
の
設
立
と
活
動

(
一
九
五
四
-
一
九
五
六
)
三
八

二
第
三
期
長
期
研
究
計
画
調
査
委
員
会
報
告

(
一
九
五
七
年
三
月
)
四
一

基
礎
科
学
小
委
員
会
の
活
動
(
一
九
五
四
-
一
九
五
六
)
　
四
四

一
基
礎
科
学
小
委
員
会
の
立
場
　
四
四

二
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
調
査
　
四
四

三
基
礎
科
学
研
究
体
制
に
関
す
る

ｼ
ﾝ
ポ
ジ
ｳ
ﾑ
四
五

四
基
礎
科
学
小
委
員
会
中
間
報
告
　
四
六

五
報
告
書
｢
基
礎
科
学
研
究
の
実
態
と
要
望
｣

の
作
成
四
七

六
基
礎
科
学
の
研
究
体
制
確
立
に

関
す
る
五
要
綱
四
九

基
礎
科
学
白
書
(
第
一
集
)
　
五
0

人
文
･
社
会
科
学
の
振
興
の
た
め
に
　
五
四

相
次
ぐ
声
明
･
要
望
･
勧
告
(
一
九
五
六
-
一
九
六
二
)
　
五
七

一
基
礎
科
学
の
研
究
体
制
確
立



に
つ
い
て
五
要
綱
五
七

二
研
究
体
制
確
立
の
た
め
の
五
要
綱
の
概
要
の

説
明
(
基
礎
科
学
小
委
員
会
報
告
に
よ
る
)
五
九

三
基
礎
科
学
振
興
に
つ
い
て
の
声
明
　
六
一

四
基
礎
科
学
振
興
五
原
則
　
六
三

五
各
分
野
の
将
来
計
画
推
進
方
策
に

関
す
る
政
府
へ
の
申
入
れ
六
五

六
科
学
研
究
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て
の
勧
告
六
七

科
学
計
画
の
課
題
と
要
望
　
六
九

一
科
学
研
究
基
本
法
　
六
九

二
各
分
野
の
将
来
計
画
の
総
合
　
七
一

三
大
学
管
理
法
問
題
　
七
七

四
新
し
い
研
究
体
制
の
問
題
　
七
八

五
日
本
学
術
会
議
の
あ
り
方
　
七
九

資
料
解
説
一
将
来
計
画
に
関
す
る
中
間
報
告
(
I
)

(
一
九
六
二
年
十
二
月
)
八
一

第
二
部
活
動
要
綱
　
八
七

あ
ら
ま
し
　
八
八



学
術
会
議
の
新
し
い
道
　
九
二

日
本
学
術
会
議
の
運
営
の
改
革
草
案
　
九
六

第
六
期
活
動
基
本
要
綱
の
設
定
　
一
O
二

第
六
期
活
動
基
本
要
綱
の
意
義
―
手
記
　
一
0
四

一
活
動
基
本
要
綱
の
意
義
　
一
0
四

二
各
活
動
基
本
要
綱
の
意
義
　
一
0
五

三
日
本
学
術
会
議
の
当
面
す
る
課
題
群
　
一
一
二

第
三
部
個
別
計
画
の
総
合
化
　
一
一
五

あ
ら
ま
し
　
一
一
六

科
学
諸
分
野
の
個
別
将
来
計
画
の
総
合
方
式

(
総
合
計
画
資
料
一
)
一
二
二

一
将
来
計
画
の
総
合
方
式
案
(
要
綱
)
…
…
…
…
一
二
二

二
方
式
の
解
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
七

三
方
式
の
討
議
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
三

四
付
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
六

各
個
別
将
来
計
画
お
よ
び
総
合
作
業
の

進
行
状
況
(
総
合
計
画
資
料
二
)
一
三
九



一
総
合
方
式
案
よ
り
の
観
察
　
一
四
0

二
将
来
計
画
の
提
示
課
題
　
一
四
四

総
合
化
の
問
題
に
お
け
る
対
立
的
諸
問
題(

総
合
計
画
資
料
三
)
一
四
六

総
合
計
画
資
料
を
め
ぐ
る
討
議

(
総
合
計
画
資
料
四
)
一
五
三

活
動
基
本
要
綱
に
お
け
る
総
合
問
題

(
総
合
計
画
資
料
五
)
一
六
一

個
別
科
学
計
画
の
総
合
化
問
題
(
総
合
計
画
資
料
六
)
一
六
五

一
ま
え
が
き
　
一
六
五

二
総
合
化
の
問
題
に
お
け
る
諸
対
立
の
解
決
法
一
六
五

三
計
画
論
の
立
場
　
一
六
八

四
科
学
総
合
計
画
の
当
面
す
る
困
難
　
一
七
一

個
別
科
学
計
画
の
あ
る
総
合
化
(
総
合
計
画
資
料
七
)
一
七
三

一
ま
え
が
き
　
一
七
三

二
総
合
化
の
基
本
方
針
　
一
七
三

三
総
合
研
究
機
構
の
例
　
一
七
九

四
総
合
研
究
機
構
の
理
念
と
形
態
　
一
八
二



総
合
化
に
お
け
る
自
由
領
域
と
計
画
領
域

(
総
合
計
画
資
料
八
)
一
八
四

一
ま
え
が
き
　
一
八
四

二
総
合
計
画
の
範
囲
　
一
八
五

三
自
由
領
域
の
意
義
　
一
八
五

四
研
究
投
資
規
模
　
一
八
六

資
料
解
説
二
将
来
計
画
に
関
す
る
中
間
報
告
(
Ⅱ
)(

一
九
六
四
年
八
月
)
一
八
七

第
四
部
科
学
総
合
計
画
　
一
九
七

あ
ら
ま
し
　
一
九
八

〈
科
学
総
合
計
画
〉
　
二
0
二

総
合
計
画
小
委
員
会
の
活
動
　
二
0
二

｢
科
学
総
合
計
画
の
長
期
方
針
に
関
す
る
構
想
｣
の
概
要
　
二
0
八

長
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想
素
案
　
二
一
七

科
学
総
合
計
画
の
理
念
　
二
二
二

一
科
学
研
究
の
現
代
的
課
題
　
二
二
二

二
学
問
･
思
想
の
自
由
と
研
究
の
計
画
　
二
二
六



三
科
学
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
の基

本
原
則
　
二
二
九

総
合
計
画
の
実
施
　
二
三
一

一
科
学
総
合
計
画
の
確
立
方
式
　
二
三
一

二
日
本
学
術
会
議
の
基
本
見
解
と
協
議
方
式
　
二
三
九

〈
科
学
研
究
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
案
〉
　
二
四
五

第
一
次
五
ヵ
年
計
画
案
の
概
要
　
二
四
五

一
五
ヵ
年
試
算
の
長
期
見
通
し
に
対
す
る位

置
づ
け
二
四
五

二
さ
し
あ
た
っ
て
の
長
期
計
画
の
策
定
を
す
る

に
あ
た
っ
て
考
え
ら
れ
た
四
つ
の
範
躊
二
四
六

三
研
究
の
組
織
お
よ
び
機
構
　
二
四
九

四
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
　
二
五
一

第
一
次
五
ヵ
年
計
画
案
の
意
義
　
二
五
三

一
計
画
案
の
諸
側
面
　
二
五
三

二
計
画
案
の
特
徴
　
二
五
七

実
施
計
画
の
融
通
性
　
二
六
一

一
計
画
案
の
実
現
可
能
性
　
二
六
一



二
計
画
案
の
整
合
性
　
二
六
二

三
計
画
案
の
頑
健
性
　
二
六
二

四
計
画
案
の
適
応
性
　
二
六
二

各
分
野
将
来
計
画
の
総
合
化
問
題
　
二
六
四

一
基
本
観
点
　
二
六
四

二
長
期
委
員
会
に
お
け
る
第
一
次
五
ヵ
年
計
画

に
関
す
る
総
合
化
作
業
の
す
す
め
方
　
二
六
五

第
一
次
五
ヵ
年
計
画
案
に
お
け
る

将
来
計
画
の
整
備
作
業
　
二
六
六

資
料
解
説
三
将
来
計
画
に
関
す
る
中
間
報
告
(
Ⅲ
)

(
一
九
六
五
年
四
月
)
　
二
六
九

第
五
部
研
究
組
織
　
二
七
七

あ
ら
ま
し
　
二
七
八

研
究
組
織
計
画
　
二
八
0

一
研
究
組
織
の
問
題
点
と
そ
れ
へ
の
接
近
法
　
二
八
O

二
科
学
研
究
単
位
　
二
八
六

三
科
学
総
合
研
究
会
議
　
二
九
二



四
科
学
総
合
研
究
機
構
　
二
九
七

研
究
の
組
織
化
―
研
究
計
画
論
序
説
―
　
三
0
一

一
ま
え
が
き
　
三
0
一

二
研
究
計
画
　
三
0
五

三
科
学
計
画
の
方
略
　
三
0
九

四
研
究
活
動
組
織
　
三
一
五

五
研
究
設
備
　
三
二
0

六
研
究
要
員
　
三
二
二

七
む
す
び
　
三
二
六

研
究
水
準
検
討
に
関
す
る
基
礎
的
諸
問
題
　
三
二
八

一
は
し
が
き
　
三
二
八

二
研
究
活
動
の
諸
要
素
　
三
二
九

三
研
究
水
準
の
意
味
す
る
も
の
　
三
三
四

四
研
究
水
準
の
分
析
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
提
言
三
三
六

結
語
学
術
会
議
再
編
へ
の
提
言
　
三
三
八



付
録

一
日
本
学
術
会
議
法
　
三
四
三

二
日
本
学
術
会
議
機
構
図
　
三
四
八

三
日
本
学
術
会
議
の
活
動
　
三
四
九

四
科
学
研
究
基
本
法
の
問
題
(
一
九
六
二
-
一
九
六
五
)
三
五
四

A
科
学
研
究
基
本
法
と
科
学
技
術
基
本
法
　
三
五
四

B
科
学
研
究
基
本
法
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
　
三
五
六

C
科
学
研
究
基
本
法
と
科
学
技
術
基
本
法

と
を
め
ぐ
る
問
題
　
三
五
七

五
科
学
計
画
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
案
の
試
算
(
報
告
)
三
五
八

六
日
本
学
術
会
議
が
設
立
を
勧
告
し
た

共
同
(
利
用
)
研
究
所
一
覧
三
六
一




	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

